
看
護
師
の
な
か
か
ら
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

協
会
の
認
定
看
護
師
を
増
や

し
て
い
き
、
ケ
ア
の
質
を
高

め
、
地
域
か
ら
選
ば
れ
る
病

院
に
な
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。同

病
棟
で
は
、
患
者
さ
ん

の
入
棟
時
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
以
外
に
も
、
多
職
種
が
参

加
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

週
に
２
回
と
頻
繁
に
開
催
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
結
果
は
、

同
院
独
自
の
回
復
期
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
シ
ー
ト
に
記
入
す

る
。
こ
れ
は
医
師
、
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ

Ｗ
）、
病
棟
看
護
師
、
栄
養
士
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
患
者
さ
ん

の
現
状
や
状
態
に
対
す
る
評

価
を
記
入
し
、
各
職
種
間
で

情
報
共
有
を
行
う
た
め
の
ツ

ー
ル
。
退
院
や
そ
の
後
の
在

宅
療
養
に
向
け
て
の
支
援
方

法
な
ど
を
検
討
す
る
際
に
欠

か
せ
な
い
情
報
だ
。

チ
ー
ム
医
療
に
も
積
極
参
加

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
は
さ
ま

ざ
ま
な
“
チ
ー
ム
医
療
”
に

欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。
同
院

で
は
脳
神
経
外
科
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
や
整
形
外
科
の
回

診
同
行
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
（
呼
吸
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
の
一
員
と

し
て
回
診
同
行
、Ｎ
Ｓ
Ｔ（
栄

養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
参
加
、
褥

じ
ょ
く

瘡そ
う

回

診
同
行
な
ど
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
る
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
目
下
、

同
院
の
新
築
移
転
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
。
吉
﨑
副
室
長

は
「
新
築
移
転
時
に
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を
増
床
す
る

構
想
が
あ
り
ま
す
。
急
性
期

か
ら
在
宅
ま
で
、
つ
ね
に
リ

ハ
ビ
リ
全
体
の
質
の
向
上
や
、

患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し

て
い
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
い
る
。

２
０
０
８
年
７
月
に
30
床
で

開
設
。
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を

受
け
て
、
そ
の
後
40
床
に
増

床
し
た
。
同
病
棟
は
、
脳
血

管
疾
患
や
大
腿
骨
頸
部
骨
折

な
ど
急
性
期
治
療
を
終
え
た

患
者
さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
を
集

中
的
に
実
施
す
る
病
棟
を
い

う
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動

作
）
の
向
上
を
図
り
在
宅
復

帰
を
促
進
す
る
の
が
目
的
だ
。

同
病
棟
の
土
山
輝
良
・
看

護
師
長
は
「
患
者
さ
ん
を
中

心
に
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
な
ど

多
職
種
が
協
働
し
、
患
者
さ

ん
の
生
活
の
再
構
築
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
病
棟

い
ま
す
」（
吉
﨑
副
室
長
）

同
院
は
主
治
医
の
オ
ー
ダ

ー
に
基
づ
き
、
手
術
当
日
か

ら
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
急
性

期
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
。
早
期

介
入
す
る
こ
と
で
、
離
床
や

機
能
回
復
を
早
め
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
に
は
20
人

の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
専
従

職
員
と
し
て
配
置
す
る
な
ど

力
を
入
れ
る
。

高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る

一
方
、
平
均
在
院
日
数
は
短

縮
傾
向
に
あ
る
。
状
態
が
安

定
し
た
患
者
さ
ん
は
、
で
き

る
だ
け
在
宅
復
帰
と
い
う
の

が
国
の
考
え
方
だ
。
こ
う
し

た
な
か
で
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

同
院
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
Ｐ

Ｔ
と
Ｏ
Ｔ
が
担
当
し
、
登
録

患
者
さ
ん
は
常
時
40
〜
50
人

と
安
定
し
た
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

訪
問
エ
リ
ア
は
鹿
児
島
市
内

（
一
部
を
除
く
）。

９
割
「
自
宅
に
帰
り
た
い
」

吉
﨑
副
室
長
は
「
退
院
後

の
療
養
の
場
所
と
し
て
、
こ

の
地
域
で
は
在
宅
志
向
が
圧

倒
的
に
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

９
割
の
患
者
さ
ん
は
施
設
で

は
な
く『
自
宅
に
帰
り
た
い
』

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
に
対
す
る
患
者
さ
ん
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
い
で

す
ね
。
退
院
調
整
部
門
や
通

所
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
看
護
・

介
護
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
ご

希
望
に
沿
え
る
よ
う
、
在
宅

復
帰
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
は

鹿
児
島
徳
洲
会
病
院
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
注
力
し
て
い
る
。
50
人
を
超
え
る
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
に
よ
る
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
維
持
期
、
在
宅
ま
で
の
一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
強
み
だ
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
も
有
す
る
。
同
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
吉
﨑
智
洋
副
室
長
（
作
業
療
法
士
＝
Ｏ
Ｔ
）
は
「
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

を
重
ね
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
見
せ
て
い
る
。

「
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
た
頃
は

１
分
も
立
っ
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
う
ま
く
立
位

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
。
今
日
は
５
分
立

っ
て
い
ら
れ
ま
し
た
よ
。
短

い
距
離
で
す
が
、
歩
く
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
も
う
少
し
歩
行
が

安
定
し
て
き
た
ら
ご
自
宅
へ

戻
れ
ま
す
よ
」

鹿
児
島
病
院
の
２
階
に
あ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
、理
学
療
法
士（
Ｐ

Ｔ
）
の
ひ
と
り
が
患
者
さ
ん

に
優
し
く
声
を
か
け
な
が
ら

リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
こ
の
患
者
さ
ん
は
70
歳

台
男
性
で
、
急
性
硬
膜
下
血

腫
を
発
症
、
２
カ
月
前
に
救

急
搬
送
さ
れ
て
き
た
。
以
前
、

軽
度
の
脳
梗
塞
に
罹り

患か
ん

し
た

こ
と
も
あ
る
。
搬
送
後
、
急

性
期
治
療
を
終
え
、
こ
の
時

は
同
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
に
入
院
し
な
が
ら
リ
ハ

ビ
リ
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
患
者
さ
ん
の
ほ
か
、

同
じ
時
間
帯
に
、
拘こ

う

縮し
ゅ
く（
関

節
が
硬
く
な
り
可
動
域
が
小

さ
く
な
る
）
が
起
こ
っ
た
神

経
難
病
の
患
者
さ
ん
に
、
関

節
可
動
域
の
維
持
・
拡
大
を

目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
や
、

大
腿
骨
頚け

い

部
骨
折
な
ど
整
形

外
科
疾
患
の
急
性
期
治
療
を

終
え
た
患
者
さ
ん
の
可
動
域

訓
練
や
歩
行
訓
練
を
行
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
ら
が
い
た
。

同
院
は
許
可
病
床
３
１
０

床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
。

急
性
期
病
床
が
１
３
０
床

（
う
ち
10
床
は
Ｈ
Ｃ
Ｕ
＝
高

度
治
療
室
）、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
が
40
床
、
医
療
療

養
病
床
が
20
床
、
障
害
者
病

棟
が
１
２
０
床
だ
。
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
は
Ｐ
Ｔ
が
26
人
、

Ｏ
Ｔ
が
21
人
、
言
語
聴
覚
士

（
Ｓ
Ｔ
）
が
４
人
の
計
51
人
。

日
々
多
数
の
患
者
さ
ん
に
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
。
脳
卒
中
な

ど
脳
血
管
障
害
や
骨
折
な
ど

整
形
外
科
疾
患
を
中
心
に
、

呼
吸
器
や
心
臓
疾
患
な
ど
、

幅
広
い
リ
ハ
ビ
リ
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
。

同
院
２
階
に
あ
る
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
で
は
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
病
棟
を
含
む
入
院
患

者
さ
ん
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ

を
実
施
。
１
階
に
も
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
入
院

患
者
さ
ん
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
や
、

外
来
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
同
じ
く
１
階
に
は

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

（
定
員
40
人
）
が
あ
る
。

「
当
院
で
は
急
性
期
か
ら
在

宅
ま
で
一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の

が
強
み
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
転
院
す
る
こ
と
な
く
患

者
さ
ん
の
状
態
に
合
っ
た
リ

ハ
ビ
リ
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

沖永良部徳洲会病院（鹿児島県）は
院内でJJカンファレンスを開いた。二
ノ坂建史・非常勤医師（にのさかクリニ
ック副院長）が始めた取り組みで、各
部署の職員が仕事に関する取り組みや
成果を発表し合う。自画（J）自賛（J）、
他者礼賛が基本。部署や職員間の相
互理解、職員のモチベーションアップ
が目的だ。
3回目の今回は10人が発表。職員に

よる投票の結果、通所リハビリテーシ
ョン室の山畠みゆき介護福祉士が院長
賞を受賞した。山畠・介護福祉士は、集団リハビリテ
ーションの結果、筋力や握力が回復しただけでなく、
意欲が湧き表情が明るくなった利用者さんのケースを
報告。「一つひとつの活動を積み重ねて利用者さんの社
会参加・社会貢献につなげていきたい」と意欲を示した。
このほか、渡慶次賀博院長はNPO法人TMAT（徳洲
会医療救援隊）の隊員として、2010年のハイチ大地震
で現地に赴き医療支援活動を行った様子を紹介。地
元の沖永良部島で災害が起こった場合にも言及し、と
くに共助の重要性を強調した。元俊洋事務長は18年5
月の事務長就任後、医事課の強化や鹿児島徳洲会病
院を参考にした職員の経営意識の向上などに努め、数

字を示しながら成果をアピールした。
二ノ坂医師は沖永良部病院で経験した当直
時の救急搬送や内視鏡治療での工夫、医師確
保への協力などを紹介。さらに第46回日本救
急医学会総会・学術集会で「沖永良部島（鹿児
島県）における奄美ドクターヘリ運航開始前後
の変化と傾向」をテーマに発表した内容も解説

した。
当初の予定時間を大幅
に上回るほどの盛況ぶりに、
二ノ坂医師は「J＆Jは私が
福岡徳洲会病院の研修医
だった頃、当時の仲間と行
っていました。参加者が“明
日からまた良い仕事をしよ
う”と思ってくれたら嬉しい
です」。

「
明
日
か
ら
ま
た
良
い
仕
事
し
よ
う
」

患者さんとのコミュニケーションを大切にしなが
らリハビリ実施

吉﨑副室長（右）と土山・看護師長

患者さん一人ひとりに合わせたリハビリを提供

島の形を模した沖永良部ポーズで記念撮影（前列中
央が渡慶次院長）

二ノ坂医師が日本救急
医学会総会・学術集会
で発表した内容も展示

仙台徳洲看護専門学校の学生が仙台徳洲会病院で実施された災
害訓練に参加した。マグニチュード7.0（震度6強）の直下型地震の
発生を想定して行った同院の災害訓練に、1年生50人全員が入院患
者、負傷者、付き添いの家族役を務めた。
災害現場や負傷状況の臨場感を出すために、負傷者役の学生に
対して同院スタッフがトリアージメイク（外傷などをリアルに再現す
る特殊メイク）を施した。学生たちは互いに本物さながらの傷のメ
イクを見て驚きの声を挙げていた。
参加前は「訓練のイメージがもてない」、「トリアージ（緊急度・重
症度選別）のイメージがもてない」など緊張や不安が大きかったが、
同院スタッフから演技指導を受けて不安は幾分和らいだ様子。実
際に訓練が始まると、緊迫した雰囲気のなか、患者さん・付き添
い家族を演じ、同院スタッフが次 と々トリアージを行っていった。
学生たちは同院スタッフの動きを間近で体験。同校の橋本幹雄
事務長は「災害訓練への参加を通じて学生たちは、ひとりでも多く

の方々を助けるためにはチーム
ワークや連携が重要であること、
冷静な対応や観察力が求められ
ること、トリアージは生命と直結
すること、不安を感じている患者
さんのケアなど災害発生時の対
応方法や災害看護について学ぶ
ことができました」と話している。トリアージメイクを施した学生たち

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
50
人
超
で
対
応

リハビリに力を注ぐ
急性期から在宅まで一貫

鹿児島病院
“
Ｊ自

画

自

賛

＆
Ｊ
カ
ン
フ
ァ
” 

職
員
の
成
果
を
共
有

沖永良部
病 院

仙台徳洲看護専門学校

メイク施し負傷者役
仙台病院の災害訓練に参加

徳 洲 新 聞生
い の ち
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